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Ⅳ 政治の術

2 暴 力

暴力は政治の術だろうか ｡ ラ ス ウ ェ

ル の い うよう に ､ ｢ エ リ ー トの 攻防手

段の 主た るもの+ (
1 )と して の 術だ ろう

か､ ある い は ､ 暴力は そも そも政治の

(5 ･ 完)

内藤俊彦・兵藤守男

術で は な い の だろうか｡

政治が複雑で わかりづ ら い の か ､ 政

治の 定義は論じる学者の数だけある と

言われる ｡ ともあれ､ 政治は どうも捉

えどこ ろがな い ｡ 例えば､ 政治は汚い ｡

他人を偏したり､ 私腹を肥 や したりす
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る ｡ 政治は怖い ｡ 争 い事を作り出し､

戦争を生み出す｡ 反面, 政治は類もし

い
｡ 通常の 手段で は何ともならな い 時

に ､ 事態を解決する ｡ 政治は希望 で あ

る ｡ 紛争当事者間に平和をもた らす ｡

イ メ ー ジは競 い 合い ､ 1 つ が他を圧倒

しな い から､ イ メ
ー ジは流転し､ 政治

の わかりづらさは解消されな い ｡ 汚く

もあり､ 怖くもあり､ 頼もしくもあり､ .

希望でもある ｡ ま る で ､ 頭が猿 ､ 胴は

狸 ､ 足は虎 ､ 尾 は蛇に似 て い る と い う

伝説上 の 動物 ｢鶴 ( ヌ エ)+ で は な い

か ｡ こ れも政治に つ い て ､ よくなされ

る コ メ ン トである ｡

政治は力 にも正義にも思える ｡ 駆引

だろうし､ 数かもしれな い ｡ また ､ 政

策であり､ 暴力である ｡ どれも当て は

ま っ て い るようだから､ 混乱する ｡ ｢ 政

治は複数の党派のあい だで繰り広げら

れる闘争で はなく ､ 専門知の所有者に

よ る具体的な争点に 関する審議と合意

形成の プロ セ ス で あると い う見解が広

く受 け入 れ ら れ る よう に な っ て い

る+ (
2 ) と い うが ､ 学者の 常識は 世 間の

非常識と いう事例かも知れない ｡ ある

い は ､ もはや政治 一 般は議論の対象で

はなくな っ たと い う ことだろうか c

政治 へ の 期待が高まる時期に は ､ 有

意義なイメ ー ジの 確立 が図られ る ｡ 立

派な社会的動物である はずの 人間が暴

力に代表される野蛮行為を繰り返す原

因や理由へ の ｢ 不可解+ が ､ 政治の イ

メ ー ジ創出作業 に携わる学者たち の

｢想 い+ に見え隠れする ｡ 不可解と い

うよりは ､ 惇然かも知れず､ ｢ ゲ ー テ

の 国の民が何故 ヒ トラ ー を支持したの

か - + となる ｡ だから､ 古来より政治

問題として暴力を考察する には適度な

シ ニ シズム を必要としてきた｡

政治と暴力と の関係に つ い て の 標準

的な説明は ､ 暴力が 政治の構成要素や

性質 ･ 属性で ある と認 め た後 ､ 一

転 し

て政治と暴力とを対置し､ 暴力は政治

の否定である と いう構成をとる ｡ 少し

長くなるが ､
一 例を挙げる

( 3 ) と ､ ｢ も

とより､ 事実の 問題と して ､ テ ロ や戦

争や内戦は人類の 政治生活ととも に古

く ､ 認識の問題 として も ､ マ キ ャ ベ リ

以来 ､ 暴力が政治の属性で あ る こ とは

政治学の
一 般的公理とみLな され てき

た+ ､ ｢ 政治と暴力と の 間にある 二 重

の 関係+ に つ い て い えば､ ｢ 1 つ は ､

暴力は政治を否定する もの で あり暴力

が始ま るときに政治は終わる と い う関

係であり､ もう 1 つ は ､ にもかかわら

ず､ 政治には潜在的に暴力的契機が秘

め られて い ると い う関係にほ かな らな

い
｡ しかもこう した二 重の 関係は ､ 政

治その もの の性質から導か れる ｡+ ｢ 政

治を どの ように理解する にせ よ ､ そ の
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核心は､ 社会的存在として の 人間が不

可避的に引き起こす紛争を権力を媒介

として解決し つ つ ､ 不断に共存関係を

作り出 し て い く作用 で あ る 点 に あ

る .+ ｢ 政治の 困難性が暴力を生み､ そ

れが政治の不在をさらに増幅して行く

現代の 悲劇を蒐服す るた め に[ は] [ 中

略] ､ 政 治主体の 間に ､ 暴力 に かえて

政治その もの を可能にする国内的 ･ 地

域 的 ･ 国際的な公共性を改や
■
て 回復す

る+ こ とが必要である ､ とする ｡

政治は暴力との関係で ､ 2
‾
っ の 政治､

暴力ある政治と暴力なき政治に分類さ

れ , 共存 (ある い は本来の 政治) を可

能とする政治の確立 こ そが課題 で ある

と い う論理構成 で ある ｡ 暴力なき政治

をひ とまず｢良き政治+ とすれば ､ ｢ 政

治は良き政治の敵+ となる ｡ 暴力は政

治 に内在せず､ それ どこ ろか , 暴力の

制御 こそが政治の本来の姿だとする ｡

例えば､ ｢ 極め て 常識的 に考えて ､ 暴

力 な い し特定集団 の力 に威嚇され て

人々 が動くとき , 特定の 者達の権威に

従 っ て人々 が動くとき､ 単に惰性と習

慣で 人々 が動くとき, 特定の利益と財

力 に引かれて 人々 が動くとき, 単 にあ

らかじめ決められた規則 に従 っ て 人々

が動くだけで あるとき ､ そこ には政治

は存在しな い で あ ろう｡ 極めて不正確

な言 い 方にはな る が ､ 例えば､ 人々 が ､

議論を し､ その 優劣を評価する ､ ■その

こ と によ っ て動く､ 自発的に動く ､ 場

合にだけ政治が存在する ､ と言う こ と

が で き る+ (
4 ) と, 政治を限定して考察

すると いう行き方もあるが ､ それなら

苦労しな い と い う反論はあ ろう｡

こ の ｢ 想 い+ ある い は論 理 の 構成 は

広く共有され(
5)
､ ｢ 政治は ､ 暴力の 世

界 における自由人 の最後の言葉なの で

あ る+
(6 )
と い っ た格好良 い 定義が生ま

れ たりもする ｡ しかし､ . 良き政治によ

る政治の克服を い くら求めようとも､

政治の 定義 (事実や叙述) から良き政

治の定義 ( 評価や価値) は導けず
( 7)

､

また､ 良き政治も結局の処政治で ある

限り､ 暴力を背景に持つ 権力性は消え

る こ ともなく ､ 国家権力の 正当性は軍

事力に代表される物理的暴力の独占に

よ っ て 担保されて い る ｡ 尤も ､ その 物

理的暴力は ､ ｢伝家の 宝刀+ で なけれ

ばならない 制 限はある の かも しれ な い ｡

｢ 軍隊が戦争を現実に遂行 して い る と

きは､ 国家権力の具体的内容と･して の

軍隊が ､ 政治として の 演技から逸脱し

て い るときであ っ て ､ それは政治の自

己矛盾で しかない ｡ 軍隊は演習 して い

る
■
ときが国家権力の内容として の本質

をも っ ともよ く具現して い る の で あ っ

て ､ 戟争を じ っ さい にや っ て い るとき

は権力自身が危険 に さ ら さ れ て い
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る+ (
8 ) からである ｡

もち ろ ん ､ 暴力の 消滅が実現して い

る よう に見える例もある ｡ ｢劇場国家+

で は ､ 儀礼と権力とが分離し､ い わ ば

物理的強制力の行使が顕在化しな い よ

うに仕組みが作られて い る
( 9 )
｡ しか し,

それは単に暴力が顕れて い な い だけか

も知れず､ また､ こ の仕組み で は , 状

況 へ の 変化 に対応しようとする創意工

夫は萎縮し､ その 意味で創意ある行為

と して の 政治を発見 しづ ら い ｡
J
それ に ､

完成度の高い 管理社会にも暴力は見当

た らな い ｡ 『T H X - 113 8』 に 描 か れ

る世界 には､ 暴力を感じさせ な い 管理

がある ｡ 管理者側の サ ディ ズム の 問題

を措けば ､ 抵抗の な い とこ ろ には暴力

発現の 契機は薄らぐ｡ -しか し､ こ の 管

理社会も政治の否定とされる だろう ｡

政治は ､
一 方で ､ 集団の構成員が状

況の改善や打開を目指し､ 他者との 間

で暴力行使を含めた利益調整を図ろう

とする活動を意味し､ ‾他方で ､ B ･ ク

リ ッ ク風 に い えば､ 文明社会に の み見

られる ､ 暴力回避を図る良き政治を指

して い るから
(1 0)

､ 政治と暴力と の 関係

は厄介で ある ｡ 暴力も政治手投 の 1 つ

だと割り切ろうとして も ､ 良き政治の

考察は完全 に は排除出来ず､ 暴力を否

定する良き政治の探求にお い て も ､ 暴

力 一 般で はをく, 不当な暴力を排除す

ベ き だと い う議論の組立となりやす い ｡

そこ で ｢人間は問題 のある存在であ

っ て ､ 性悪と い うの で はな い+ の だか

ら
(l l)

､ 暴力を性善 ･ 性悪と い っ た人間

性の考察と関連づけずに政治の術とし

て考え ると ､ 政治に つ い て大凡の定義

をしておく方が便利で ある ｡ 認識は専

ら言葉に基づくから､ その 対象をでき

る だけ明確 にした方がよく､ その 際に

は定義とい う形式を採用する こ とが望

ま し い と い うの は
一

般論 と して は 正 し

い が ､ 政治に こ れだけの イメ ー ジがあ

る以上 ､ そもそも明解な ､ 必要十分条

件を満たすような定義が可能である の

か､ また望ま しい の かとい う疑問
(12)
に

は説得力がある ｡ それ に､ 定義付けが

作業の 目的で は か ､ の だから､ ｢怪し

く+ 定義して おく方が こ の 政治と いう

複雑な現象の解明には役立 つ と い う判

断もある
(13)
｡ また､ ｢ 現実が複雑であ

る とき は ､ 詰も複雑 にする の が こと の

筋道と い うもの+ かも知れな い
(14)
0

こうした疑問や判断が妥当 である に

して も ､ 政治と暴力の関係を考察する

ため に ､ ｢ 政治は政治で ある+ とせ ず

に, 大凡の 定義を試み れば､ 色々 なタ

イ プの もの が考えられる
(15)
｡ その 際考

察に催する政治を ｢ 良き政治+ である

と考えなければ､ 政治は多かれ少なか

れ ､ 活動やその プロ セ ス ある い は それ
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を維持する シス テム となる ｡ イ ー ス ト

ン風の ｢社会的価値の権威的配分+. 等

の 他 に ､ ｢[ 意志の 遂行の ため の ハ イ

ア ラ ー キ カ ル な機構を必ずしも持たな

い] 集合体にお い て 集合的意志を決定

し遂行する プロ セ ス の こ とで ある+ と

い う定義もある
(16)

｡ また ､ 政治世界 に

着目して ､ 政治活動は ｢世界観を正続

的に操作する手段 へ の アク セ ス+
(17)
と

言えるかも知れな い し､ 象徴の 作用 に

注目して ､ ｢ 政治とはとりわけ合法性 ､

す な わ ち信条と 記憶 の 有効性 の 問

港+
(1 8)
と い う説明もある ｡

そ こ で ､ こう した定義や説明が前提

として い ると思われる政治の 原型を考

えれば ､ 政治とは ｢環境を状況と して

読み換え､ 状 況の 中の 問題 に制度化や

組織化で対処しようとする こ と+ であ

り ､ 上述 の定義や説明は こ の 中の い ず

れかの 点を強調して い る こ とになる ｡

こ の 場合 ｢対処+ で はなく､･ ｢ 対処 し

ようとする こ と+ であ っ て ､ 対処の 失

敗を含み ､ 単純な紛争の解決で は ない ｡

問題状況の先送りや隠蔽もあり ､ 解消

すればそれで済む場合もあるからであ

る ｡ ともあれ ､ 政治は ､ まずは ｢何と

かすべ き ことを何とかしようとする行

為+ (
1 9)
で あり､ そ の 目標 は様々 な 目的

に仕えうる ｡

こ の 原型 には ､

■
｢誰が? + が欠けて

い る . ｢ 主語+ は個人なの か､ -‾集団な

の か. 政治の 成立 に集団が必要だとし

て も､ 政治と集団との関係は ､ 政治考

察の 最初の難点で ある ｡ 政治は共存を

目指すとは言 わない に して も ､ 集団が

維持されて い る こと自体 ､ つ まり ､ 何

らか の ｢ w e+ が成 立 して い る こ と に ､

すで に政治が作用して い るとも言える

からである ｡ ｢ 政治とは 『共存関係を

維持する ため に共存問題 の解決を課題

とする活動』 である . ･ われわれの すべ

ての 活動は､ 共存関係がすで に成立し

て い る条件の 下で の み なりた つ+ ､ ｢ わ

れ われは ､ すべ て の 私事 に つ い て 公共

事との相関を免責され な い との ･ 通俗

的な意味で 政治的なの で はなく ､ ヒ ト

と して の存在の前提をなす共存問題解

決を課題として課せ られて い る との 意

味で 政治的なの で+ ある(
20)
｡ ある い は､

｢ 政治と政治的なるも の は同義語 で は

ない ｡ 政治的なる もの め課題 は ､ 権力

の偏在性を否定する こと で はなく ､ 共

通 の 諸 目的 ( c o m m o n e n d s) . を破壊

す る権力の使用を否定する ことである ｡

政治的なるもの とは ､ 権力闘争が抑制

され , さらに共通の 目的である 正義 ､

平等､ 文化的諸価値を促進させ る こ と

が可能となるような政治め諸条件を構

成 しようとする試み を意味して い る ｡ L

共同性 ( c o m m o n ality) こ そが政治的
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な る も の の 核心 に存在す るもの であ

る+(
21)
0

個人が対処しようとする点に着目す

るの は､ 個々 人の 状況打開の 主体性 ･

能動性を強調して い る点で近代的過ぎ

るかも知れな い ｡ それ で も ､ ｢ かか る

共同体の拘束や慣習から解放され, お

の おの 自己の趣味や考え方の違う､ 我

の 強い 個人が集ま っ て ､ い かに安定し

た社会をつ くり出せ る か､ 多年 にわた

っ て 苦心 の すえ造型 した作品 (秩序)

が
.

『政 治』+ で あ り ､ ｢ 政 治と は ､ 古

い 慣習や伝続の力で はもはや利益の統

合が不可能になる程度に､ 個人や グル

ー プの利益の分化が進行した社会にお

い て ､ 単独者の窓意やイデオ ロ ギ ー や

不当な実力行使に よ らず､ 不断の利益

の調整を行わねばならな い と こ ろ で は ､

どこ でも必要になる人 間活動であり ､

『わざ』+
(22) である ｡ 集団や身分の論理

が支配し､ 又は慣習や儀礼 によ る対処

が通例 の場合があ っ て も､ 集団や身分

が固有の意思を持 つ とは考えづ らく
(23)

､

ま た ､ 慣習や儀礼 によ る対応も万全 で

はなく ､ むしろ万全 で はな い からその

時々 で内容が刷新されて ､ 複雑な体系

を持つ に至 っ たと い える ｡ 個人世界に

おい て 発生 した政治も ､ ほとん どの 場

合､ 他者
■
との 調整が図られる から集団

における意思形成 (失敗を含む) が図

られ る ｡ また ､ 個人が状況を打開しよ

うとする側面に着目すれば ､ 政治的活

動も個々 の 人間の 生き様 に近づくの で ､

政治考察と歴史や文学との親密な関係

は崩れない ｡

そ こ で ､･ 近代主義の 理解 に沿 っ て ､

集団は個人の 集合であると考えれば､

集団に生き ､ また集団に向き合う個人

にと っ て ､ 問題状況の打開に他者の 同

意や協力が必要であれば､ その 調達に

尽力 し､ 他者の 反発 や抵抗が邪魔な ら

ば ､ その排除に奔走する こと になる ｡

その 間題が容易に は排除しづ らい 他者

に関わるもの なら､ 組織化によ る集団

意思 の形成が必要となる ｡ もとより ､

こ の 意思形成も内容の 不 同意を含ん で

よ い か ら､ 集団で ある こ との 同意, つ

まり ｢不 同意の同意+ が集団維持の必

要条件と なる ｡ また ､ 事柄 の 処理方法

を定式化し､ こ の 定式化の受容に関係

者が強い 抵抗を示さな い こ と､ つ まり

制度化を通じ､ 問題状況 へ の 対応を定

型化する の も組織化に併行して なされ

る常套手投 で ある ｡

組織化 と制度化によ る 問題 へ の 対処

を目指し､ それ に必要な集団意思の形

成を図り､ 一 定程度以上の秩序維持を

目指す活動を競治と呼ぶ こ とにすれば､

統治は単なる支配と は異なる ｡ ヒ トを

モ ノ の ように扱う事例もあれば､ モ ノ
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を ヒ トの ように扱う場合もある にせ よ ､

人 の 管理と物の管理とは区別され､ 競

治する権力は､ 被治者全員 に対して で

はな い にせ よ ､ 説明を必要とする(2 4) ｡

説明は集団の 意思統 一 を図るための 説

得する手段であり､ 同意調達の側面が

強まれば納得する理由や過程で もある ｡

こ の 説得 に際して 用 い られ る手段

( 政治資源) の代表が言葉と (物理的

な) 暴力 であ っ て ､ その 中間 にカネ等

がある ｡ 説得は共存を前提とするが ､

暴力は共存を否定する場合もある ｡ 生

存その もの が問われる場合 には ､ 暴力

を用 い る の はや むを得な い とされ る ｡

『バ トル ･

･ ロ ワ イヤルj は ､ 同級生の

殺人 によ る生き残りゲ ー ム で ある ｡ 個

人 にと っ て状況 の 改善は共存の安定を

意味するから ､ こ れも政治だと言えな

い こ ともな い ｡ 他の 民族の存在が自分

達の 生存を脅かして い る と い っ た類の

議論は稀で は なく ､ 自分達が守る べ き

各種領域からの排除 に始まり､ ひ い て

は その 存在の否定を求め る事例 は事欠

か な い ｡ 違 い は < w e > と対置さ れ る

< th e y > の範囲である ｡

行使される暴力は物理 に限らな い ｡

笑 い は暴力を無力化するが ､ 同時に笑

い も暴力となる(
2 5)
｡ 人間が他者の 認知

を求め ざるを得な い 動物なら ､ 他者の

笑い は噴 い となり ､ 時に自殺 へ と追 い

や る ｡ また､ 世間の 常識やス テ レオタ

イ プも暴力になる(
26)
｡ 構造的暴力と言

えば い い の かも知れな い が､ こ ちらは

｢ 主犯+ が特定化しづ ら い 分だけ､ 抗

い がた い ｡ 抑圧 は偏在する以上 ､ 抑圧

の 過剰を抑止し､ 適度な抑圧と折り合

うよ り他な い ｡

羊の よう に暴力にも様々 なもの が挙

げられ るが ､
一

般 に言葉による意思統

一

の 方が望 ましい と考えるの が通常や

正常であ っ て ､ 暴力に よ る意思統 一 は

忌避される ｡ それは言葉が暴力より他

者を傷 つ けな い からで はな い ｡ 苦痛全

般で は なく､ 肉体的苦痛の多寡が基準

とされ て い るからであり ､ 加害者と被

害者の確定が容易で ､ 生存や生活 へ の

脅威が視覚上捉えやすく ､ 直裁的であ

る分だけ､ .共感や同情が働きやすい か

らで ある ｡

暴力が , 短期的に は問題解決に役立

つ と考えられ る こ ともある ｡ 手間暇 か

からな い からで ある ｡ た だ､ 暴力に は

社会関係を長く維持する効力を欠く こ

とは経験則から知られて い る ｡ 1 つ に

は ､ 暴力を生 む憎悪とその行使に は ､

多大な エ ネル ギ ー を継続して必要とす

る
.
か らである ｡ 不信や憎悪 は断続的に

の み持続する ｡ 一

方 で ､ 手間も暇もか

か る言葉 による説得は効率や能率に は

還元 しづ ら い ｡ 戦 間期の ヨ ー ロ ッ パ 各
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国
‾
で ､ 暴力を背景に した フ ァ シズム が

人気を博したのも､ 説得や交渉に手間

かかる議会主義に代わり ､ 効率と迅速

を重視した統治が求め られたか らで あ

り､ ナチズム の 人気と は多少理由が異

な っ て い る ｡ 民主主義が手間暇かかる

も の だとすれば､ 大衆や国民の
一 致し

た支持は民主主義の 反対物である ｡ そ

れは ､ 手続きの 過程と結果の どちらに

力点を置くの かの 違い でもある ｡

集団の 意思形成 を図る制度化 と組織

化にお い て ､ 暴力が好ましい 手段で は

な い の なら ､ 言葉で暴力を飼 い 慣らし

て は じめて
一

人前の 集団だと認定され

る ｡
‾
『蝿 の 王』 で は ､ 漂流 した子供た

ち は孤島に たどり着き､ 大人の 手助け

なく ､ 秩序ある社会を作らざる を得な

くなる ｡ 最初は ｢ ホ ラ貝+ の 下 ､ 集会

が開かれ､ 生存や安全の ため の協力が

保た れるが ､ 次第に将来 へ の 不安が募

り､ 島で の 生活の意味が問われ ､ tr 肉

が食べ た い+ 等生活の質の 向上が求め

られる と ､ 集団の 基本ル ー ル が守られ

なく なる ｡ そ して ､ 多数派は 同調行動

の託として ､ 顔な どに化粧を始め ､ 従

わな い 者 へ の 暴力行使が始まる ｡ それ

で も最初は遊び感覚が濃厚だ っ た｡ し

かし､ ピ ッ ギ
- と呼ばれた子供が崖か

ら岩を頭上に落とされて 死亡 した際に

は ､ 殺害の 意図が明確にあ っ ただけに ､

殺害した者は事故だと言い 訳し､ 残り

の 者は眼前の殺人にひ るむが ､ 従わざ

るを得なくなる ｡ そして ､ 殺人は
一 旦

始まるとタ ブ
ー で は なくなり ､ 化粧は

一

層濃くな っ て ､ 狂気狂乱の 中 で暴力

行使が生 の実感を与える ｡ 子どもたち

は暴力に屈し､ 敗北者として措かれる ｡

｢ 文明度+ の 点で大きく見劣りする

とされ る暴力も ､ 単なる物理的な行便

には留まり得ない ｡ しぐさを伴うから

で ある ｡ しぐさ は ､ も の ご とをする 様

子であり､ 仕方で もある ｡ しぐさの 意

味は受け手と の関係で成り立 つ から､

コ
ー ド､ つ まり特定の集団の間で広く

了解された記号である ｡ ｢ 縦に頭を振

れば了解を表す+ こと は日本 で 通 じて

も ､ イ ン ドな どで は通用 しな い
( 節)
｡ 今

の 処 コ ー ドの 世界標準は確認されて い

な い ｡ 人間の 顔の 造作から考えれば､

すべ て の 人間 に共通する表情がある と

考えたくなる が ､ 世界標準 コ
ー ドの 第

1 候補 となりそうな笑顔で さえも ､ 喜

びを表すとは限らず､ その 下 に潜むも

の はわ か らない ｡

特定の 集団で通用する はずの コ
ー ド

で さえ､ 個々 の 場面で は効力を発揮し

な い 場合がある ｡ メ ッ セ
ー ジの 部分 こ

そ が効力を左右するからで ある ｡ 同 じ

言葉や動作も ､ 使い 手次第で その 効果

が大幅に変わる ｡ メ ッ セ
ー ジの 比重が
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高 い ｢ 政治は固有名詞+ と言われ る所

以だろう｡ もちろ ん ､ そもそも伝達が

成立するため には コ ー ドの 共有が前提

であり､ だからこ そ ､ 特定の 集団に見

られる身振りやしぐさは集団の構成貞

.に理解 できる もの とな る ｡ 異文化理解

とは ､ 自分たちとは異なる コ ー ドを有

する集団の存在を了解し､ その上 で 相

互理解を図ろうとする こ ととなる ｡

こう して ､ 暴力 にしぐさを読み取る

こ とがで きれ ば､ 暴力を受ける側 にも

駆け引き.(b a r g ai ni n g) の 契機が生 ま

れる○ もちろ ん ､ こ の 意味で
.
の暴力の

ゲ ー ム化 に失敗する例は少なくない ｡

『ダイ ハ ー ド1』 で は ､ 人質の 1 人が

仕事上取引に慣れて い ると い う自負も

あ っ て ､
ビル ジャ ッ ク犯人との 直接交

渉に入 ろうとする ｡ その 人質と主犯と

の交渉が決裂し始め る と , 人質の 表情

は見る見るうち に変わる ｡ 犯人の 外見

に伺え る人間性 - の 期待や自分 の高い

交渉技術 へ の確信をも っ て すれ ば､ 暴

力行使がなされな い とい う予断があ っ

たが ､ 銃声とともに交渉は終了する ｡

言葉と暴力とを説得手段の 両極に位

置づ ける こ とが で きて も , 両者を簡単

に峻別する わけにも い かな い ｡ 言葉も.

暴力的 であり
(28)

､ 文明世界の手段に ふ

さわ しい 討論にも暴力性 は つ きまとう

の は ､ 日常生活にも見られる現象であ

る ｡ また ､ 暴力にも メ ッ セ ー ジを伝え

る とい う意味で言語性がある ｡ 殴る だ

けで 済ませ る の は ､-- ｢ こ の 次同 じよう

な こ とをや っ たら ､ こ の程度で は済ま

な い ぞ+ という台詞でもある ｡

暴力が手段として留まり ､ 行使 しな

い 方が効果を高め る と考えられる なら､

暴力にも演技が関わる余地が生まれる ｡

こ こ に ､ 暴力はまずは見せ る必要が生

じる ｡ だからこ そ､ 見えな い 暴力は 一

層暴力的とな る ｡ 『C U B E』 の 登場人

物が当初直面した恐ろ しさである ｡ ヒ

トを モ ノ だと割り切 る には ､ 一戦時の よ

うに ､ 敵を鬼畜と見なすなど､ 相当の

心理 と象徴の 操作が演技 に必要とな

a (29) o

暴力に演技性が加わる場合には ､ 暴

力行使の 可能性を示唆する しぐさの 出

来具合が効果を左右する ｡ 実話を基 に

して作られた 『狼たち の午後』 は ､ 二

人の 銀行強盗と警察､ 人質と な っ た行

貞 ､ 報道される に つ れ銀行の周りに集

まり始め た野次馬との ､ それぞれの 駆

け引きが話の幹とな っ て い る ｡ 強盗と

行貞との 関係は ､ 非日常に 日常が入り

込む｡ 鏡 を突き つ ける こと に象徴され

る暴力世界と ､ 銃 をお ろ して 歓談す る

非暴力世界と が並行する だけで なく､

人質が暴力 によ る脅迫を日常生活の
一

部として受け入れ始める と､ 犯人の｢ 人
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柄+ へ の 共感から暴力の行使があり得

な い かの よう に思 い 始め ､ 人質もそれ

ほ ど不快で はな い 人質生活を味わ い 始

める ｡ こ の 事件の場合には , 強盗の 主

狗 ( アル ･ パ テ -

ノ) が暴力行使 に先

立ち ､ 人質たち に同意や了解を求め よ

うとするから､ 行員は心を許す｡ こ れ

に対し､ 演技性を欠くもう
一

人の 強盗

とは対応の仕方が見つ かりにくく ､ た

だ気味が悪 い と感じる だけである ｡ そ

の気昧悪 さを主犯も共有 し､ 手を焼 く

始末である ｡

言葉によ る説得も往々 に して最終手

段として の 暴力に依存して おり ､ 暴力

も通例は生の享ま で行使されな い ｡『レ

ザボア ･ ドッ グス』 の 最後に ､ 強盗同

士が挙銃を突き つ けあう場面 がある ｡

強盗が失敗したの は計画がばれて い た

からで ､ 誰が警察の ス パ イなの かを探

り合う｡ 誰が嘘を付 い て い るの か ､ 急

掃えの 集団 に猪疑が深まる ｡ それ でも

仲間は仲間で ある か ら､ ギ リ ギリ まで

言葉によ る事実確認が続く｡ 撃 っ て し

ま っ て は元も子もな い ｡ 結局発砲し合

うの は ｢弾み+ で ある ｡ 暴力は保持す

る だけで威力を有する の であり , また ､

行使さ れな い 時に効果が最大となる ｡

言語イヒされ た暴力で ある ｡

説得手段と して の 暴力が ､ 不行使の

際に効率を増すの はパ ラ ドッ ク ス で は

ある ｡ 暴力の対象者はその存在を知る

だけで震え上がる ｡ 尤も ､ 現世を重視

しな い 者には､ その 本来の効果を発揮

し得な い ｡ 来世 に祝福や栄光があると

考えれば､ 現世 の煩わ しさ こ そ幸福の

足伽であり ､ 従 っ て ､ 暴力で さえも他

者を完全には服従させ る こと は不可能

であ っ て ､ 暴力行使も駆け引きに引き

ずり込まれる ｡ こ こ に戦争と同様､ 暴

力も ゲ ー ム として 成立する余地がある ｡

ゲ ー ム と して の 暴力 とナ マ の 暴力 と の

違い は小 さくな い ｡ 戦闘員と非戦闘貞

の区別等 ､ 戦争にもその度毎に ル ー ル

が設定し直されるように ､ 暴力にもそ

の時々 に作法がある ｡ 素人の 喧嘩は怖

い と ､ その 筋の 人達が い う所以で ある ｡

そ して ､ 暴力の 対象者は ､ しばしば容

易に従う姿勢を示しながらも､
- 績の

希望を抱く｡ そ こ には暴力行使の 可能

性 へ の予 断があり ､ 人間性 へ の 信頼が

消え去らな い ｡

た だ､ ゲ
ー ム と して の 暴力は ､ ゲ

ー

ム で ある こ とを忘れさせ る緊張を季み ､

時に生 の暴力 - と簡単に変わりうる ｡

そ して ､
一

旦暴力か らル
ー

ル が消えた

と見なされる と ､ 当事者双方は腹の虫

がお さまると こ ろま で 進む｡ こ の 両者

の境目の 設定とその 見極めが政治の 術

で あり ､ 暴力行使の ル
⊥
ル化が文明度

を測る基準と見なされる ｡ い わば ､ 暴
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力に段階を設定し､ また､ 暴力行使 の

作法を取り決めようとする わけである ｡

だから こ そ､ 誰が､ い つ ､ どこ で暴力

を行使しようとして い る の かわからな

い 場合に不安は高まる だけで なく､ 卑

怯だと非難される ｡ 敵の 存在の明示は

ひとまず安心となる ｡『大統領の 陰謀』

で は ､ ｢ 国民の 父+ である大統領の 不

正 を暴こうとする 2 人の 新聞記者が ,

｢ デ ィ ー プ ･ ス ロ ー

ト+ の 情報提供を

手がかり に事実解明に励むが ､ 政府機

関の どこ かが動き･始めて い る ことを察

知し､ 恐怖を感じ始め る ｡ それで も ､

こ の 場合は大統領の陰謀であ っ て ､ ミ

ス タ ー Ⅹ の 陰謀 で は な い か ら､ ま だ

しも対処方法が見 つ かる ｡ こ れ と
■
は違

い
､ 敵が明示で きな い 場合､ 対処しづ

ら い 巨大な敵が想定され､ その 正体が

分かり づ らい 分だけ､ ｢ 陰謀+ が働 い

て い る と表現される ｡ 陰謀の 傍証など

い くら でも見つ かるか ら､ 陰謀ゲ ー

ム

は解消されづ らく ､ 噂と同様､ 流通の

速度は高まり ､ 原因が特定できな い か

ら い つ までも維持される ｡

暴力の 行使は望ましくな い と考えら

れても､ 暴力論の 厄介な点は ､ 暴力の

行使がす べ て 否定さ れ る わ け で は な

い (
30) 点にある ｡ 時代劇で 正義の味方が

殺人をおか して も視聴者は暴力だと
■
は

思 わな い ｡ ｢ 正 し い 人が正 しい こ とを

する+ の か､ ｢ 正 しい こ とをする人が

正 しい+ の かは場合によ るが ､ こ の 場

合は前者として 理解される の だろう｡

｢弱者+ の 暴力が正当な抵抗として

しばしば黙認 ･ 容認されるの は ､. 暴力

その もの の 黙認 ･ 容認で はな い ｡ そこ

には ､ 当事者間の 不平等 へ の 同情を前

提 に ､ 通常の手段で は状況打開が困難

だと い うや むを得ない 事情が読み込 ま

れる の であ っ て ､ 緊急避難として の 正

当性が付与される ｡ 『グラ デイ エ ー タ

-

』 も同様に ､ 死闘の ゲ ー

ム 化を設定

する が ､ 最後の 場面 で 死闘が決闘にな

る と ､ 観客は死 闘に新たな意味づ けを

して ､ こ れを受け入れ始め る ｡ こ れが

単なる見世物で はなく ､ 復讐劇だと考

えるか らである ｡ 目的の 正当性が手段

の妥当性を考慮の外 に置くの で あり､

プロ レ タリ ア ー トによ
L
る暴力革命の議

論は物語 の典型例だ っ た｡

暴力 一 般を否定しながらも
■
､ 事情や

目的が説得力を持て ば､ つ まり､ 意味

づ けに成功すれば+ 暴力も容易 に肯定

され る ｡ F タク シ ー ドライ バ ー 』 で は ､

暴力は自分の行為とその結果に つ い て

の わかりやす い 因果 関係があ っ て ､ ベ

トナム 戦争と の格闘の 過程で 強 い られ

た自己確認の ため の 暴力がある ｡ 居た

たまれな い 気持ちは､ 周囲から見れば ､

主人公が ベ トナム 戦争の被害者だとし
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て も､ 自暴自棄の暴力と見なされる ｡

だからこ そ ､ 弱者を装 い 行使され る暴

力や､ 目的を欠く暴力は嫌悪され ､ 周

囲の 者はその 処理 に戸惑う｡ 橿悪犯罪

に対して ､ 一 般人 に は理解できな い か

らと い っ て ､ 容疑者の弁護側 の み なら

ず､ 学者達が心神耗弱などを主張する

理由は後者の例 である ｡ ｢ 異常+ だと

位置付ける こと により ､ 問題 の 解決は

望めなくとも､ 問題 の 解消が可能とな

る仕組み で ある ｡
_
理解よりも了解 が求

め られて い る ｡

暴力 に関する議論は論点が尽きな い ｡

何よりも暴力は同定しづ らい ｡ 最終的

に は､ 対象者の判断を主とする よりな

い が ､ 菟罪の 発生 は防げない ｡ 周囲に

暴力と見える行為も愛情として 理解さ

れる こともあり ､ 『ト ゥ ル
ー

マ ン ･

シ

ョ ウ』 の ように ､ 逆もある ｡

『ア ･ フ ユ
ー

･ グ ッ ドメ ンj で は ､

命令に従 っ た暴力行為も暴力だと結論

づけるが ､ 話はそれ ほ ど単純で は な い ｡

『ライ フ ･ イズ ･ ビ ュ ー テ ィ フ ルj で

主人公 らが置か れ た状況は暴力的 で は

あ っ て も ､ 『シ ョ ー

シ ャ ン ク の 空 にJ

の よう に､ .身寄り.
fi き老人の 釈放は ､

かえ っ て 死 に追 い や る暴力となる ｡

暴力の洗練度の考察も ､ とりわけ説

得を考える上 で は必要となる ｡ また､

文明こ そが暴力を生ん だか どうかも考

察の対象となる ｡ こうした様々 な点に

つ い ての 考察は ､ 紙幅の 都合もあ っ て

省略する が ､ 手段と して の暴力の有効

性を別として ､ 政治の 考察から暴力を

排除するの で はなく ､ 暴力も政治の 1

つ の 術である ことを認め ､ これとは
一

応独立したもの として ､ ｢ 被治者の利

益 に沿 っ た統治+
(31)

､ すなわち良き統

治を考察する ことが必要となる ｡ 良き

政治は良き統治以上の もの であり ､｢ 政

袷+ の 字義に忠実に正 し い 政治を考察

する こ とが重要であると考えたり､ ■治

者と被治者の 同
一 性や 抑圧 の ない 人間

関係と い っ た フ ィ ク シ ョ ン の 実体化を

進めれば､ かえ っ て 政治における暴力

の考察から遠のくこ と にな る ｡ そうし

た フ ィ ク シ ョ ン の 実体化を進めようと

しても ､ 統治手法ない し手段として の

暴力行使を回避し得ない と こ ろ に ､ 政

治と暴力の考察が
一

巡する 理由がある ｡

( 兵藤)

お わりに

｢ は じめ に+ で 書い た ように ､ 従来

の 文字情報に専ら依拠する教育手法は

有効 で はな い との 疑問がある ｡ 特 に ､

現代の 大学生を念頭に置く場合には ､

相当困難だと い うの が現場の率直な感
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想である ｡ そして ､ 多様なメ デ ィ アが

発達して い る現状に対応して ､ 視覚教

材を用 い る だけで なく､ 視覚メ デ ィ ア

を考察の対象とする演習も_ ふ えており､

2 0 0 3 年度の 新潟大学の例をとれば(32) ､

法学部吉田和比古教授によ る ｢法政演

習メ デ ィ ア ･ リ テ ラ シ ー 論+ ､ 人文学

部北野圭介助教授によ る ｢文化 コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン論基礎演習I J ｢文化 コ

ミ ュ ニ ケ - シ ョ ン論演習I + な どがあ

る ｡ また ､ こ の ｢ 政治と映像+ と並行

して ､ 吉田教授と内藤 ･ 兵藤は ､ 19 9 9

年度､ 2 0 0 0 年度に
,
｢ -m e di a , m e s s a g e

a n d p olitic s+ を開講した こ ともあ る ｡

こ の 演習は実際に はほ ぼ講義形式で行

い
､ 映画を通 じて ､ 社会現象を読み解

くセ ンス (リ テ ラ シ ー

) を磨くこ とを

目標 に置き､ 『フ イ ル ム ･ ビ フ ォ ー
･

フ イ ル ム』(
33) によ り映画 の作り方､ 作

られ方を説明したり ､ 映画 に おけ る

n ati o n ality の 問題や物語の作られ方,

終わり方などを論じた ｡

本演習は政治現象の 理解力を滴養す

る こ とを目標にお い て きたが ､ 複雑怪

奇な政治を理解する に は相当の セ ン ス

が求め られ ､ 結局 一 定程度以上 の 人生

経験が必要である こと は否定しがた い ｡

従 っ て ､ 人生経験の不足を補うため､

政治学の参考文献として古来より歴史

や小説が挙げられて きたの だろう し､

その 追体敦 により社会的想像力を培う

こ とが図られてきた｡ 追体験の手段と

して映画がどれ ほ ど有効なの か､ 映像

を用 い た授業の 可能性を模索する こ と

が本演習の狙い で あ っ た ｡

こう した状況と問題意識は ､ 政治学

業界に限 っ た話 で もなさ そうで ある ｡

ス キル 習得の部分が多 い法学の世界で

も ､ 近年出版された入門書の類に は ､

イ ラス トな どがふ ん だんに用 い られる ｡

特に実定法分野 の教科書 ､ 参考書の老

舗からも出版映画を用 い た法学教育に

関する著作も出版され始めて い る
(3 4)
0

法律が適用される現場を体験させ る に

は映画が手頃であり､ また ､ ･ 法科大学

院設置 に際して ､ 模擬法廷などの施設

設置が求め られる の も ､ 医学部の解剖

実習に似 た臨床体験 によ る身体訓練の

上 で ､ 視覚効果の 重要性が認め られて

い るか らだろう｡ ｢経験を付加価値と

する時代+
(3 5)
とも対応して い る と言え

そうである ｡ ともあれ､ い ずれの 分野

にも同様の苦労がある こ とが わかる し､

隔世の 感がある ｡

本稿が基 に した演習 は ､ 都合5 年間

( 6 期) ･ 続けたこ と になる ｡ こ の 研究

ノ ー トで は ､ 映像資料を用 い た政治学

教育の意義と問題点を探ろうと考え ､

演習を通 じて 考えた こ
■
とをまとめ て き
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た ｡ ｢ 政治の 場+ として ｢戦争+ と｢差

別+ を ､ ｢ 政治の 理+ として ｢ 大義+

と ｢決断+ を ､ ｢ 政治の 気+ と して ｢リ

ー ダ ー

シ ッ プ+ と｢ ス タ イル+ を ､ ｢ 政

治の 術+ と して ｢権威+ と -｢暴力+ を

取り上げたが ､ 他にも､ ｢ レ トリ ッ ク+ ､

｢ 嘘と欺隔+ ､ ｢ 儀式と儀礼+ ､ ｢ マ ナ

ー と作法+ ､ ｢ 演技+ ､ ｢ 演 出+ ､ ｢ カ

リス マ や教祖+ , ｢ ス テ レオ タイ プ+ ､

｢象徴+ ､
‾
｢ 笑い と風刺+ ､ ｢ 弁明と弁

解+ ､ ｢ 神話+ ､ ｢ 政治と非政治+ な ど

を テ ー マ と し､ 演習で も部分的に取り

扱 っ た ｡ こ れらに つ い て は今後の課題

として こ の 研究ノ ー トを終わる こ とに

し ､ こ の 演習を振り返りながら ､ 演習

の 運営上で気づ い た点を簡単に記して ､

まとめと した い ｡

(1) 演習の 運営に つ い て

演習方法には毎年少しずつ で はある

が ､ 改善を施した ｡ 2 年目以降は学生

が上映映画を選択す る方式を採用 して

い る ｡ 学生 に は ､ 単に好み の 映画を他

の参加者に観て もらうの で は なく､
一

定の テ
ー

マ を定めて ､ その テ
ー マ を説

明するの にふ さわ しい 映画を選択する

と いう課題を与えた ｡ 発表者は最初15

分程度で映画の あらすじを ､ 次 にテ ー

マ を設定した理由を簡潔に述 べ ､ ポイ

ン トとをる課題を捷示する ｡ そ して ､

テ ー

マ や 課題 に沿 っ て質疑応答や討論

を行 っ た｡

発表者以外の 学生 に は毎週 ､ 映画に

即 して 設定されたテ ー マ に つ い て ､ A

4 で 1 枚 (10 00 字) 程度の レ ポ
ー トを

書くこ とを課し､ 次週 に教員と発表者

に提出する ことと した｡ なお ､ こ の レ

ポ ー トを出席率とともに主要な評価基

準とした ｡ 法学部の 通常の カリキ ュ ラ

ム で は文章を書く機会か不足するから

で ある ｡ そ の 際 ､ 提 出され た レ ポ
ー ト

を毎回添削して 返 せ るか どうかが教員

側 の 課遷 とな っ た ｡ 実際には ､ 添削す

る より こ ちらが書き直した方が早い 文

章が多か っ たため ､ 添削を断念せざる

を得なか っ たが ､ 添削して 返却しなく

とも ､ 回を追うごと に次第に文章が形

をなしてきた こ とは事実であり ､ 練達

は 上達に つ ながる例だと い える ｡

こ の 方式がどの程度効果的であ っ た

か どう か は判断が難しい ｡ 政治現象を

理解す る能力が多少なりとpも身に つ い

た か どうか は ､ 中長期的 に判断される

事柄だからである ｡ 授業評価ア ン ケ
ー

トの 結果 は悪くはな い が､ 教員側に は

かなりの 不満が残 っ た ｡ 特定の 学生 を

除けば ､ 討論が活発であ っ たとは必ず

しも い えない からである ｡ 不活発の 理

由は い く つ か考えられ る ｡ 教貞の ｢個

性+ や授業運営技術にも問題なしとし
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ない し､ 政治現象を映画を通して議論

すると い う演習は ､ 学部の 演習として

は相当 レ ベ ル が高か っ たとも言える ｡

また ､ 新潟県や近隣諸県の 出身者が多

い こ とと関連して ､ 学生気質もその 理

由として挙げられる の かも知れな い ｡

尤も､ 直感的に は了解が得やす い こ の

｢県民性+ の 問題 よりも､ 施設設備上

の事情の方が大きく作用したようで あ

る ｡ ｢ 地方国立大学+ に共通する不便

に より､ 本演習の 大半を L L 用 の 教室

で行わざるを得ず､ 参加者にと っ て は

とても討論向きの環境 で はなかづ たか

ら である ｡ こ の 施設 ･ 設備の 問題が学

生間にある種の 相互抑制を促し､ こ れ

に ､ 討論慣れ して い な い と い う素質の

問題が重な っ たよう である ｡ さらに ､

参加者の数の 問題もあ っ た ｡ 年度によ

っ て 異なるが ､ 2 0 名以上 だと どうして

も不活発 になりやす い ｡ い ずれも ､ 今

後の授業改善の 課題 で ある ｡

(2) 学生が取 り上げようとする映画 に

つ い て

ある意味で当然かもしれな い が ､ 学

生が選ぶ素材は ､ ハ リ ウ ッ ド映画が多

数を占め た｡ 演習に参加した学生が観

て い る映画の 質量 は
一 般学生よりもか

なり豊富の はずだが ､ 宮崎駿監督他の

ア ニ メ作品を除けば､ 共有されて い た

邦画作品は わずか であり､ 黒揮作品で

すら ｢ 文盲+ に近か っ た｡ 岩波ホ ー ル

をは じめ とした数々 の 意欲的な映画館

がある東京ならともかく､ 新潟の よう

な地方都市で は観られる映画の質量は

ともに限られており ､ せ い ぜ い 流行物

を揃えた ビデオ店 で借りられる範囲が

学生の持ちネタ で ある ｡ その 意味で は

衛星放送や イ ン タ ー

ネ ッ トに よ る配給

･

配信は ､ 中央と地方との間にある文

化格差を解消する可能性はあり ､ また､

地方都市で の 映画祭の開催も単なる地

域興し以上 の意味がある ｡ とは い え､

賛沢 で はあるが ､ や は
.
り銀幕とモ ニ

■
タ

-

の 画面で は何かが違うはずである ｡

映画によ っ て その 違 い は異なる に して

も､ ス クリ ー ン によ る ｢ ス ケ ー

ル メリ

ッ ト+ は否定しがた い ｡ 『20 0 1 年宇宙

の旅』 の迫力 は､ モ ニ タ ー で は伝わら

な い だろう｡

(3) 学生 が選ぶ テ ー

マ に つ い て

こ の 演習は映画論 で は なく､ 政治学

である ため ､ 選択すべ きテ ー マ には自

ずと制限がある ｡ しか しながら ､ 社会

現象ならば､ 多か れ少なか れ政治とは

関わりを持 つ ため ､ テ ー

マ の 選択幅を

拡げて お い たので､ 学生達の苦労は当

初予想して い なか っ た｡ 確か に､ 政治

現象を取り上げよ と い う大枠を設定さ
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れて も､ 政治学とは民主主義を学 ぶ こ

とだと錯覚して い る学生 には ､ 何を取

り上げたら良い の か ､ わからなか っ た

と推察する ｡ 学生が希望する場合 ､ 発

表の 2 週 間前 に教員の 前で予行練習を

する こ とと したが ､ その 際に学生の テ

ー マ で感心するもの は少なく､ やり直

し､ 練り直しを命じる こ とも多か っ た｡

本番を迎えても､ 学生 にと っ て最大の

問題点は ､ 映画の 選択よりもテ ー マ ?

設定で あ っ たようで ある ｡

もちろ ん ､ それは ､ 大学に入 っ ても

解答する こ
.

とが重視され､ 問題 を発見

し､ ある い は間違を立 て る こ とが軽視

されて い る現状の カリ キ ュ ラム の 問題

点でもある(
36)
｡ その 意味で高校生と大

学生との質的差異は必ずしも大きくな

くな っ て い る ｡ 問題発見能力はカ リキ

ュ ラ ム で 教えてもらうもの で はなく ､

｢ 自然と+ 身に つ くもの だとの 反論は

以前よりあ っ て も､ 例 えば ､ 『リ バ ー

･ ラ ン ズ ･ ス ル
ー

･ イ ッ ト』 や 『ア メ

リカ ン ･ ヒス トリ ー Ⅹ』 を用 い た際に ､

それぞれ ｢ イ ッ ト+ と ｢ Ⅹ+ が何 を指

して い る の かと い っ たような､ 映画に

即して課題を立て る ことさえも難しか

っ たよう で ある ｡ それでも ､ 参加学生

がテ ー

マ 設定に格闘する上 で ､ 考える

材料を豊富に提供して くれる点 で ､ 映

画はやはり教材として優れて い ると再

確認したこ とも事実である ｡

学生が選択したテ
ー マ に つ い て は ､

資料を参照して い ただきたい が ､ ご覧

い ただければわかる ように ､ 個人現象

や心理現象を取り上げる傾向が高く､

｢今 どき+ 風である ｡ 香山リカ 『若者

の 法則』(
3 7)
の 章タイ トル ､ ｢ 確 かな自

分を つ かみた い+ の 法則 ､ ｢ どこ かで

だれかとつ ながりたい+ の 法則は当た

っ て おり､ い つ の 時代にも共有される

こう しj= 欲求も現代の学生 には
一

層濃

厚の ようである ｡ 特に嘘や欺暗が学生

の ｢ 密かな+ ペ ッ トテ ー マ であ っ たこ

とが強く印象に残 っ た｡ 映画上映後の

討論や 政治学の講義で ､ 政治的行為が

純度の点で高くない こ とを説明したり､

また ､ 作品 で ある映画を教材にする た

め ､ 映画は どうしても ､ 事件とその 解

決､ それを巡る人間模様を物語にする

傾向がある こ とを確認させ ､ メ デ ィ ア

･ リ テ ラ シ ー を意識化させ て い る こ と

が関係 して い る に して も ､ 嘘や 欺臓 -

の 強い 関心は現代の若者の特徴を表し

て い る ように思 われる ｡ こ れに つ い て

は､ 本研究ノ ー トの補論として後日改

め て 論じたい と考えて い る ｡

以上 5 年間の 授業報告を兼ねて ､ 視

覚教材 ある い は視覚メ デ ィ ア の 代表で

ある映画を用 い た政治学教育に関する
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研究ノ ー トを終わる ｡ 参加した学生達

に感謝するととも に､
‾
こ の授業が何ら

かの形 で卒業後の社会生活に役立 つ こ

とを祈念して い る ｡ なお ､ 本演習は ､

2(X 氾年度及び200 2 年度新潟大学法学部

学内プロ ジ ェ ク トの 支援を受けたこ と

を記して おく ｡ (兵藤)

註記

( 1 ) H ･ D ･ ラ ス ウ ェ ル 『政治』久

保 田きぬ 子訳 (岩波現代叢書､ 1 9

6 7 年) , 40 貫 ｡

( 2 ) 津里 岳史 ｢ もう 一

つ の 民 主主

義+ 仲正 昌樹編 F脱構築 の ポリ テ

ィ クスj ( 御茶ノ水書房 ､ 20 03 年) ､

12 3 貫｡

( 3 ) 以下､ 加藤節 F政治学を開い 直

すj ( ちくま新書 ､ 20 0 4 年) ､ 順 に

98 頁 ､ 9 9
-

10 0 頁 ､ 10 0 頁､ 1 0 7 頁｡

( 4 ) 木庭顕 r 政治の 成立』( 東衷大

学出版会 ､ 19 9 7 年) ､ 3 貢｡_

( 5 ) 参照 ､ 杉 田敦 r権力j (岩波 書

店､ 2CK)3 年) ､ 49 頁 ､ 53 頁.

( 6 ) 篠原 -
･ 永井陽之助編 『現代政

治学入門+ (有斐閣､ 196 7 年) 2

頁｡

( 7 ) 参照 ､ 三 浦俊彦 r論理学入門』

( 日本放送 出版協会､ 20 03 年) ､

1 1 2 頁以下 ｡

( 8 ) 参照 ､ 戸井田道三 r 演技』(舵

伊 国屋新書 ､ 19 94 年) ､ 1 43 頁以下 ｡

( 9 ) ギア ツ な どの 劇場国家の 議論は

これ ほ ど単純な話で はな い ｡ 参照 ､

永測康之 ｢東南 ア ジ ア に おける王

国と儀礼+ 網野善彦他編 『天皇と

王権を考える ･ 1 人類社会の 中

の 天皇 と王権』(岩波書店､ 20 0 2

年) ､ 2 5 7 頁以下｡

(10) C f .. B e r n a r d C R IC K , I n D e -

f e n c e of P oliti c s ( T h e U ni v . fo

C bi c a g o P r e s s , 1 9 9 2 , F o u r th

E d .) , p .21 -

, p .1 40 -

. なお ､ ｢ ク リ

ッ ク の 讃美 に は 同調 しても ､ 政治

を 『高度 ･ 複雑な社会』 一

現代ま

で の と ころおお むね西欧社会
一 に

だけ限定す る定義には同意で きな

い+ ､ 前田康博｢ 政治と非政治+『思

想』522 号 (1 96 7 年12 月) ､ 76 (16

78) 頁 ｡

( ll) 丸山美男 『増補版 現代政治の

思想と行動』(未来社 ､ 1 98 3 年) ､

3 6 4 頁
■
｡

(12) C f . 4 .J a m e s G R E G O R , M e t a s -

ci e n c e & P o liti c s : A n I n q u ll y

i n t o th e C o n c ep t u a l L a n g u a g e of

p o liti c a l S ci e n c e ( T r a n s a c tio n

P u b , 20 0 3) , p .6 .

(13) 参照 ､ 永森誠 一 ｢ 複雑な シス テ

ム と暖味な シ ン ボ ル+ ( 分科 会 B

報告 -

シ ス テ ム 論 と シ ン ポノ}

論) ､ 日本政治学会編 『年報政治

学1993 E U 統合と ヨ ー

ロ ッ パ 政

治』( 岩波書店､ 199 3 年) ､ 2声3 頁｡

( 1 4) 内田樹 『子 どもは
.
わか っ て くれ

な い』(洋泉社 ､ 2 00 3 年) ､ 20 頁｡

( 1 5) 政治の概念を整理 したもの と し
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て ､ 大森秀夫 ｢ 政治の横倉と政治

学の 政治性+ 『法学』(東北大学法

学会) 第59 巻第6 号 (19 96 年) 関

口条 一

教授退官記念号 ､ 59 -

1 00 8

- 59 -

1 0 3 2 頁｡

(16) 盛 山和夫 『権力』( 東京大学出

版会､ 2 00 0 年) ､ 12 3 頁 ｡

(17) P ･ ブ ル デ ュ ー 『政治』 藤本 -

勇 ･ 加藤晴久訳 (藤原書店､ 2CK)3

年) ､ 3 1 頁｡

(18) L ･ ス フ ェ
ー ズ 『象徴系の 政治

学』田中恒寿訳(白水社 ､ 199 7 年) ､

5 頁｡

(1 9) 英語で い えば､ a n (t e nt ativ e)

a c t of m a n a gi n g w h a t t o b e

m a n a g e d と な ろ う か ｡ m a n a g e -

m e n t を経営や管理 に 限定す れ ば ､

m a n a g e a 占m il e 等の例 に見られ

る意味の 豊かさを損うだろう｡

( 20) 前 田康博 ｢政治と非 政治+ 『思

想』5 22 号 (1 96 7 年12 月) ､ 6 7 (1 6

69) 頁, 8 2 (16 8 4) 頁) 0

( 2 1) S ･ ウ ォ リ ン 『政治学批判』 千

葉鼻他訳 ( み すず書房 ､ 19 8 8 年) ､

25 2
-

2 53 頁 ｡

(2 2) 参照 ､ 篠原
-

･ 永井陽之助編『現

代政治学入門』(有斐閣､ 19 6 7年) ､

5 - 6 貫｡

(2 3) これ自体難問である ｡ 日常的に

集団を主語と して表現する こ とが

多い だけで なく ､ 集団の 意思が実

体的に存在する と思える場合もあ

る か らで ある ｡ C f . M a r y D O U G L A S ,

H o w I n s tit u tio n s Thi n k ( S y r a c u s e ,

19 8 6) .

(2 4) 参照 ヾ 水谷三公 『ラ ス キ とその

仲間』( 中央公論社 ､ 1 99 4 年) ､ 序

章｡

( 25) 道化 と暴力の
一

例 と して ､ 参照 ､

G ･ バ ラ ン デイ エ 『舞台の 上 の 権

力』 渡辺公三訳 (筑摩書房 ､ 2 00 0

年) ､ 69 頁以下 ｡

(2 6) ジ ェ ン ダ
ー

の ス テ レオタイ プに

つ い て ､ 参照､ 斎藤美奈子 『紅 一

点論』(筑摩書房､ 2 0 02 年) 0

(2 7) 参照､ 2 1 世紀研究会癌『常識の

世界地図』(文春新書､ 2 00 2 年)

に多くの事例がある ｡

(28) 言語の暴力性 に つ い て は ､ 参照 ､

藤本
-

勇 ｢ 四 つ の 差延と脱構築の

正義+ 仲正 昌樹編 『脱構築の ポリ

テ ィ ク ス』(御 茶 ノ 水書房 ､ 200 3

年) , 4 2 頁 以下 ｡ なお ､ 言 語 が 非

言語 に対 して 担う役割に つ い て は ､

参照 , 佐々 木健
一 『タイ トル の魔

力1 ( 中公新書 ､ 20 0 1年)
■
｡

(2 9) 参照､
一

ノ瀬俊也 『明治 ･ 大正

･ 昭和軍隊 マ ニ ュ ア ル』(光文社

新書 ､ 20 0 4 年) ､ D ･ グ ロ ス マ ン

F 戦争に おける ｢人殺し+ の心理

学J ( ちくま学芸文庫､ 20 0 4 年) 0

(3 0) 参照, W ･ ベ ン ヤ ミ ン 『暴力批

判論j ( 晶文社 ､ 1 96 9 年) ､ 8 頁､

10 頁. G
･ バ ラ ン デ イ エ

L
『舞台の

上 の 権力j 渡辺公三訳 (筑摩書房､

2(X 氾年) ､ 16 9 頁｡

(3 1) C i B e r n a rd C RIC K , I n･ D ef e n c e

of P olit7
'

c s ( T h e U ni v . f o C hic a g o

P r e s s
.
1 99 2

,
F o u rt h E d .) , p .11 4 .

( 3 2) b tt p s : / / g ak u m u .
nii g a t a

-

u . a c .j p

/i g a k u 皿 u .
h t m l を参照｡

( 3 3) w a s g e s ch a h w i rkli c h z w i s c h e n

d c n B L
'

hL e m ?
,
1 9 8 5 Ei n Fil m Y o n

W e m e r N e k e s
,
D e u t s cbl a n d .
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(3 4) 例 として ､ 石 田佳治 『シネ マ ･

d e
･ ロ ー 』( 東京リ ー ガ ル マ イ ン

ド､ 19 9 7 年) ､ 野 田進 ･ 松 井茂 記

編著『シネマ で 法学』(有斐閣､
20 00 年) ｡

( 35) 横山征次『企画力!』(講談社

現代新書 ､ 2 00 3 年) ､ 1 8 4 頁他｡

(36) 20 0 1 年度か ら3 年間､ 発表訓練

の ため に ｢ 論証 と修辞+ とJ いう演

習を開講 し､ 20 03 年度 に は ｢政治

学基礎演習+ の 中で ｢問題発見+

の ト レ ー ニ ン グを試みた ｡ 200 4 年

度か らの新し い カリ キ ュ ラ ム で は ､

｢ 問題発見型演習+ を 2 年生向け

の 基礎演習科目と して 開講 して い

る ｡

( 3 7) 香山リ カ F 若者 の 法則』(岩波

新書 ､ 20 0 2 年) 0

資料

1 99 9 年度以前の デ ー タ は､ 法政理論

第33 巻第1 号を参照の こ と｡

0 2 0 0 0 年度 (参加学生30名 , 1 年1

名､ 2 年12 名 ､ 3 年9 名､ 4 年以上

8 名､ 男子20 名 ､ 女子10 名)

第1 回 (20(刀/ 10 / 3 ､ 担当兵藤)
こ テ

ー

マ ｢ 共同体 の 維持管理+ ｢ 政

治が現れ にく い 理由+

･ 上 映作 品 r バ グ ダ ッ ド ･ カ フ ェ

( B a g d a d C a fe ) (完全版)』(監

督P e r c y A dl o n ､ 主演 M a ri a n n e

S a g e b r e c b t , J a c k ヂal a n c e , C C H

P o u n d e r
,
C h ri sti n e K a uf m a n ､

制作19 8 7 年西 ドイ ツ)

第 2 回 (20 00 / 1 0 / 1 7 ､ 担当学生 ･一川

崎淳子 ､ 田村泰士)
･ テ

ー

マ ｢敗北
- 7

)
- ダ ー

シ ツ プと

負け方 ､ 敗者の美学+
･ 上 映作 品『プ ラ イ ド 運命の 瞬

間』(監督伊藤俊也 ､ 主演津川雅

彦､ い しだあゆ卑､ ス コ ッ ト ウ

イ ル ソ ン ､ ロ ニ
ー

･ コ ッ ク ス ､ 制

作19 9 8 年日本) ･ 『カ ツ コ - の 巣

の 上 で ( O n e Fl e w O v e r t h e

C u c革o o
'

s N e s t)』( 監督 M ilo s F o r -

m a n ､ 主演J a ck N ic h ols o n , L o u -

i s e Flet s ch e r ､ 制作1 9 7 5 年アメ リ

カ)

第3 回 (20 00 / 10 / 2 4 ､ 担当学生 ･ 蟹

江卓､ 川 口理恵子)
･ テ

ー

マ ｢ 交渉+ ｢ 逆らえな い 状況+

｢ 交渉人と決定者+
･ 上 映 作 品 『ア ナ ラ イ ズ ･ ミ

-

( A n al y z e T his)』 ( 監督 E a r old

R a m i s ､ 主演 R ob e rt D e N ir6 , Billy

C r y st al ､ 制作19 9 9 年 ア メ リ カ)
･ 『交渉人 ( T h e N e g oti at o r)』

( 監 督 F . G a r y G r a y ､ 主 瞳

S a m u el L . J a c k s o n , K e vi n

S p a c y ､ 制作19 98 年ア メ リ カ)

第 4 回 (20 0 0 / 10 / 3 1 , 担当学生 ･ 堀

川丈彦､ 渡辺裕介､ 小島悠子)
･ テ ー マ ｢ ス タイル+
･ 上映映画 『蒲田行進曲』(監督深

作欣次 ､ 主演風間杜夫､ 平田滴､

松阪慶子 ､ 制作19 8 2 年日本) ･

.
『寝

盗られ宗介』(監督若松孝二 ､ 主

演原 田芳雄､ 藤谷美和子 ､ 寛利夫､

制作199 2 年日本)

第 5 回 (2 0 00 / ll / 7 ､
.
担当学生 ･ 内

原智史､ 杉山陽子 ､ 古川彩子 ､ 山口

泉)
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･ テ
ー

マ ｢ 思 い 込 み+ ｢ 思 い 込ま さ

れ るき っ かけと過程+

･ 上映作品 『エ ー ジ ュ ア ル ･ サ ス ペ

ク ツ ( T h e U s u al S u s p e c ts) j ( 監

督 B r y a n Si n g e r ､ 主 演 S t e p b e n

B ald w i n
,
G ab ri el B y r n e , C b a z z

P al m i nt e ri , K e vi n P olla k . K e v i n

S p a c e y , B e ni ci o D el T o r o ､ 制作

19 9 5 年アメ リカ) ･ 『サマ ー
･ オ

ブ ･ サム (S u m m e r of S a m ) 』( 監

督Spik e I J e e ､ 主演J o h n L e g ui -

z a m o , M i r a S o r vi n o , A d ria n

B r o d y ､ 制作19 99 年ア メ リ カ)

第6 回 (2 00 0 / l l / 28 ､ 担当学生 ･

斉

藤純 ､ 伊藤正幸､ 伊藤由紀､ 梅田紀

子)
･ テ

ー

マ ｢ 選択+ ｢ 番知 の 上 で の 選

択+

･ 上映作品『パ ピ ヨ ン (P a pillo n) 』

( 監督 F r a n kli n S c h aff n e r ､ 主演

st e心e M c Q u e e n , D u s ti n H o ff -

m a n
,
R o b e r t D e m a n

,
W o od r o w

P a 血 e y , D o n C o rd o n , 制作19 73

年フ ラ ン ス ニ ア メ リ カ) ･ 『リバ

ー ･ ラ ン ズ ･ ス ル
ー

･ イ ッ ト ( A

R iv e r R u n s th r o u g h it)』(監督

R o b e rt R eq fo rd ､ 主 演 C r aig

S h eff e r
,
B r ad Pitt

,
T o m S k e r -

ritt , B r e n d a Bl et h y n , E m ily

Ll o y d ､ 制作19 9 2 年ア メ リ カ)

第 7 回 (2 0 00 / 1 2 / 1 2 ､ 担当学生 ･ 金

城光優 ､ 兼田康広 ､ 塩谷啓樹)

･ テ
ー

マ ｢ 葛藤+

･ 上 映作 品『マ ス ク( T h e M a s k) 』

( 監督C b a rl e s R u s s ell ､ 主演Ji m

C a r r e y , C a m e r o n D i a z , P e t e r

R ie g e r t , P e t e r G r e e n e , A n y

Y a sb e c k , Ri c h a rd J e ni ､ 制作19 9

4 年アメ リカ) ･ 『ミ セ ス ･ ダウ

ト( M rs . D o u b tB r e) 』( 監督C h ris

C ol u m b u s ､ 主演 R o bi n W illi a m s ,

S ally Fi eld , Pi e r c e B r o s n a n ,

H a r v e y Fie r s t ei n ､ 制作19 93 年ア

メ リ カ)

第8 回 (200 0 / 1 2 / 1 9 ､ 担当学生 ･ 畠

中政充､ 五十嵐あゆみ ､ 石垣晋､ 北

智光)
･ ｢ M is si o n ( 使 命)+ ｢ M i s si o n ( 使

命) と命令との違 い+

･ 上 映作 品 『シ ュ リ (S h u ri)』 ( 監

督カ ン ･ ジ ェ ギ ュ ､ 主演 ハ ン ･ ソ

ツ キ ョ , チ ェ ･ ミ ン ス ク ､ キ ム ･

エ ン ジ ン ､ ソ ン
･ ガ ン ホ ､ 制作1 9

9 9 年韓国) ･ 『ミ ッ シ ョ ン ( T h e

M is si o n)j ( 監 督 R ol a n d J offe ､

主 演 R o b e r t D e N ir o
, J e r e m y

l r o n s , R a y M c A n ally . Li a m

N e e s o n ､ 制作1 98 6 年イ ギリス)

第 9 回 (2CK)1 / 1 / 9 ､ 担当学生 ･ 青

柳裕貴, 青山高視 ､ 本間勇基 ､ 松島

輝将)

･ テ
ー

マ ｢ 鮮+ ｢ 血縁+ ｢粁と利害+
･ 上映作品 F レナ -

ドの朝 ( A w 早k
-

e ni n g s)j ( 監 督 P e n n y M a r sh al1 ､

主演 R ob e rt D e N ir o ,

li am s
,
R u t h N els o n ,

n e r
.
P e n el o p e A n n

1 9SX)年ア メ リ カ) ･

R o bi n W il -

J ulie K a v I

M ill e r ､ 制作

『フ ィ
ー

ル ド

･ オ ブ ･ ド リ ー ム ス ( Fi eld o f

D r e a m s) j ( 監督 P hil A ld e n R ob 一

in s o n , 主演 K e v in C o st n e r
,
A m y

M a di g a n , R a y Lio tt a , J a m e s

E a rl J o n e s , D w i e r B r o w n)

第10 回 (2 00 1/ 1 / 2 3 ､ 担当学生 ･ 阿



1 9 8 政治と映像 一 映画を教材とする政治学教育 - (5 ･ 完) (内藤 ･ 兵藤)

部和貴､ 小松哲哉､ 南雲小百合)
･

_ テ
ー

マ ｢ 組織 ･

制度の 中で 生きる

個人+
･ 上 映作品『大脱走( T h e G r e a t E s -

c a p e)』( 監督J o h n S t u r g e s ､ 主演

St e v e M c Q u e e p , J a m e s G a r n e r ,

Ri c h a r d A t t e n b o r o u g b , C h a rl e s

B r o n s o n , D o n ald･ Ple a s a n c e , J a m e s

D o n ald ､ 制 作1 96 3 年 ア メ リ カ)
･ 『シ ョ ー

シ ャ ン ク の 空 に ( T h e

S b a w sh a n k R ed e m p ti o n)』( 監督

F r a n k D a r ab o n t ､ 主 演 T i m

R ob bin s
,
M o r g a n F r e e m a n , B o b

G a n t o n
, J a m e s W bit m o r e , G il

B e u o w s ､ 制作1 9 94 年ア メ リカ)

0 2(氾1 年度前期 ( 参加学生1 0 名 ､ 1

年 0 名､ 2 年 5 名 ､ 3 年 1 名 ､ 4 年

以上 4 名 ､ 男子 3 名､ 女子 7 名)

第 1 回 (2(氾1 / 4 / 1 2 ､ 担当 ･ 内藤)
･

テ
ー

マ ｢ 笑い と風刺+
･ 上 映作 品 r独 裁 者 ( T h e G r e

_
at

D ict at o r) J ( 監督 C h a rl e s C h a pli n ､

主演 C h a rle s C h a pli n , 制作19 40

年アメ リ カ)

第 2 回 (2 00 1 / 4 / 19 ､ 担当 ･ 兵藤)･

･ テ ー マ ｢ 嘘と風刺+
･ 上映作品 r ライ フ ･ イズ ･ ビ ュ ー

テ ィ フ ル (L a Vit a ･ B ell a)』 ( 監

督R ob e rt o B e n 血i ､ 主演 R o b e rt

B e ni ni
,
N i c ol e tt a B r a s c hi , Gi o r -

gi o C a Il t a ri ni , 制作199 8 年イ タリ

ア)

第 3･ 回 (200 1 / 4 / 26 ､ 担当
･

兵藤)
･ テ

ー

マ ｢ 卿蔚の 成立とその構造+
･ 上 映作品 『エ ー ジ エ ア ル ･ サ ス ペ

ク ツ( T h e U s u al S u s p e c t s) 』( 監

督 B r y a n Si n g e r ､- 主 演 St e p b e n

B ald w i n , G ab ri el B y r n e , K e vi n

S p a c e y ､ 制作19 9 5 年ア メ リ カ)

第 4 回 (2 00 1 / 5 / 1 0 ､ 担当学生 ･ 野

村紀子)
･

テ
ー

マ ｢ 大衆と エ リ + ト+
･ 上映作品 『ワイル ド ･ ス ワ ン

ー

■ ベ ス トセ ラ ー は こうして 善か れ た
-

』(主 演 ユ ン ･ チ ア ン ､ 制 作

N E I()

第 5 回 (20 0 1 / 5 / 1 7 ､ 担当学生 ･ 土

田雅子)
･ テ

ー

マ ｢ 宣伝の 仕組みと効果+
･ 上 映作品 『広告業界で 成功する方

L 法 ( H o w t o G e t A h e ad i n A d -

v e rtisi n g)』( 監督 B r u c e R o bi n s o n ､

主演 Ri ch a rd E . G r a n t , R a c h el

W a r d ､. 制作198 9 年イギリス)

第 6 回 (2 00 1 / 5 / 24 ､ 担当学生 ･ 佐

藤弘美)
･

テ
ー マ ｢ 女性の ス タイ ル+

･ 上 映作 品『M r ･ レ ディ ､ M r ･ マ ダ

ム (L A C 阜G E A U X F O L L E S)』

(監督 E d o u a rd M oli n a r o ､ 主演

U g o T o g n a z zi , M i c h el S e r r a u lt ､

制作19 78 年フ ラ ン ス ･ イ タリ ア)

第7 回 (200 1 / 6 / 7 ､ 担当学生 ･ 竹

田多津子)
･

テ
ー

マ ｢ 説得と役割+
･ 上 映作品 『揺れる評決 (S W I N G

V O T E)』( 監督 D a vid A n s p a u g h ､

主演 A n d y G a r cia , H a r r y B el a -

fo n t e
,
R ob e rt P r o s k y ､ 制作199 9

年ア メ リ カ)

第 8 回 (20 01 / 6 / 1 4 ､ 担当学生 ･ 津

田幸子)

･ テ
ー

マ
J r 決定の ための 同意調達+



法政理論第37 巻第3 ･ 4 号 (2005 年) 1 9 9

･ 上映作品 『12 人の怒れる男/ 評決

の行方 (12 A N G R Y M E N)J ( 監

督 W ill a m F ri ed ki n ､ 主 演J a ck

L e m m o n
,
G e o r g e C . S c o t t E d -

w a r d J a m e s O l m o s ､ 制作199 7 年

ア メ リ カ)

第9 回 (20 0 1 / 6 / 2 1 ､ 担当学生 ･ 諸

橋洋子)
･

テ
ー マ ｢ 正義の 衝突+

･ 上映作品 『正義の行方 ( T h e A c -

c u s e d U n cl e S b a n g a n g)』( 監督

範元 ､ 主演李仁 堂､ 楊華 ､ 制作19

9 4 年中国)

第1 0 回 (20 0 1 / 6 / 28 ､･ 担当学生 ･ 高

橋佳則)
･

テ
ー マ ｢ 集団の 維持と構成員の 出

処進退+

･ 上映作品 『ア メ リ カ ン ヒ ス トリ
ー

Ⅹ( A M E RI C A N H I S T O R Y X )』

(監督 T o n y K a y e , 主演 E d w a rd

N o rt o n , E d w a rd F u rl o n g ､ 制作

19 98 年アメ リ カ)

第11 回 (200 1 / 7 / 5 ､ 担当学生
･ 金

子多美子)
･

テ
ー

マ ｢ 説得と演技+

･ 上映作品 『1 2 人の優 し い 日本人』

(監督中原俊 ､ 主演塩見三省､ 相

島 一

之他 ､ 制作1 99 1 年日本)

第1 2 回 (20 01 / 7 / 12 ､ 担当学生 ･ 小

室英成)
･ テ

ー

マ ｢ 殺人とその ゲ ー ム 化+
･ 上 映作 品『バ トル ･ ロ ワ イ ヤ ル

(B A T T L E R O Y A L E)+ ( 監 督

深作欣二 ､ 主演藤原竜也 , ビ ー ト

たけし他､ 制作20(カ年日本)

第13 回 (200 1 / 7 / 19 ､ 担当学生 ･ 石

井和慶)

･ テ ー マ ｢ 夢と現実+

･ 上映作品 『ベ ルサイ ユ の ばら フ

ェ ル ゼ ン 編』(脚本 ･ 演出植田伸

爾､ 主演大浦みずき､ ひびき美都

他､ 制作199 0 年日本)

0 2 0 0 1 年度後期 (参加学生30名 ､ 1

年 0 名､ 2 年9 名 ､ 3 年1 3名 ､ 4 年

以上 8 名 ､ 男子10 名 ､ 女子20 名)

第 1 回 (20 0 1 / 10 / 2 ､ 担当 ･ 内藤)

･

テ
ー マ ｢ 失敗した纂奪者+

･ 上 映 作 品 『マ ク ベ ス ( M A C -

B E T H)』 ( 監督 R o m a n P ol a n ski ､

主演J o n Fi n c h , F r a n c e s c a A n -

ni s
,
M a r ti n S h a w ､ 制作19 71 年イ

ギリス)

第 2 回 (20 0 1 / 10 / 16 ､ 担当学生 ･

松

島輝将､ 小林郁美､ 大野綾子)
･ テ ー マ ｢ 集団と欺隔+

･ 上 映作品L『ト レイ ン ス ポ ッ テ ィ ン

グ( T r ai n s p ot ti n g) 』( 監督 D ? n n y

B o yle , 主 演 E w a n M c G r e g o r ,

E w e n 甲r e m n e r , J o n n y L e e

M iu e r ､ 制 作1 9 96 年イ ギ リ ス) ､

『ラヂ オの 時間』( 監督三谷幸喜 ､

主演唐沢寿明､ 西村雅彦､ 鈴木京

香 ､ 戸 田恵子 ､ 制作19 9 7 年日本)

第 3 回 (200 1 / 10 / 23 ､ 担当学生 ･ 青

柳裕貴､ 吉村由起子 ､ 加藤裕也)
･

テ
ー

マ ｢ カ リス マ+
･ 上 映作品 『ジ ー

ザス ･ クライス ト

･ ス ー パ ー ス タ ー (J e s u s C h ris t

S u p e r st a r ) 』 ( 監 督 N o r m a n

J e w i s o n ､ 主演 T e d N e el e y , C a rl

A n d e r s o n
,
B a r r y D e n n e n ､ 制作

19 73 年ア メ リ カ) ､ 『グラ デ イ エ

ー タ -

I
( Gl adi at o r) 過( 監督 Ridle y
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(5 ･ 完) (内藤 ･ 兵藤)

S c o tt + 主 演 R u s s ell C r o w e
,

J o a c hi n P 血o
.
e ni x , C o n ni e N iels o n ､

制作20 0 0 年ア メ リカ)

第4 回 (20 0 1 / 10 / 3 0 ､ 担当学生 ･ 古

川彩子､ 大津龍平 ､ 田中学)
･

テ
ー

マ ｢ 世代 と年代+

-
･ 上映作品 『楢山節考』(監督今村

昌平 ､ 主演緒形拳､ 坂本ス ミ子 ､

あき竹城､ 制作1 9 83 年日本) ､ 『兵

隊やく ざ』(監督増村保 造､ 主演

勝新太郎 ､ 田村高贋､ 制作1 9 66 年

日本)

第 5 回 (20 0 1 / 1 Ⅰ/ 6 ､ 担当学生 ･ 酒

井裕介 ､ 五 十嵐あゆみ ､ 小板橋摩衣

子 ､ 新藤直子)
･

テ
ー

マ ｢ リ ー ダ ー

シ ッ プ+
･ 上 映作品 『マ イ ケ ル ･

コ リ ン ズ

( M i c h a el C olli n s)』( 監督､ 主演､

制作年) ､ ‾『13 デ イ ズ ( T hirt e e n

- D a y s)』･( 監督､ 主演､ 制作年)

第6 回 (200 1 / ll / 20 ､ 担当学生 ･ 伊

藤由紀､ 塚本怜子､ 阿部久美子)
･

テ
ー

マ ｢ 秩序+
･ 上映作品『シ ョ コ ラ(C h o c ol a t) 』

( 監督 L a s s e H allst r o m ､ 主演J u -

1i et t e B in o c h e , J o h n n y D e p p ,

J u d y D e n c h ､ 制作20 0 0 年ア メ リ

カ) ､ 『理由なき反抗( R e b el w ith -

o ut a C a u s e)』

L a y ､ 主演J a m e s

W o o d , S al M i n e o ､

メ リ カ)

第 7 回 (20 0 1 / l l / 2 7 ､

島悠子 ､ 長谷川奈緒 ､

( 監 督 N ic b ol a s

D e a n
,
N a t al i e

制作19 5 5 年ア

担当学生 ･ 小

堀込創史､ 庄

司袷暁)
･‾テ ー

マ ｢ 共同体+
･ 上映作品『八月 の鯨(T h e W h al e s

i n A u g u s t)』 ( 監督 Li n d s a y A n -

d e r s o n ､ 主演 B e tt e D a vi s
,
Lilli a n

Gi sh
,
A n n S ot h e r n

, V i n c e n t

P ri c e
,
H a r r y C a r e y , J r . ､ 制作

19 8 7 年 ア メ リ カ) ､ 『ザ ･ ビ ー チ

( T h e B e a c h)』 ( 監 督 D a n n y

B o yl e ､ 主演 L e o n a rd o D iC a p ri o ,

V ir gi ni e L e d o y e n , G uill a u m e

C a n e t
,
T ild a S w i nt o n

,
R o b e rt

C a rlyl e ､ 制作1 99 9 年ア メ リ カ)

第 8 回 (20 0 1 / 1 2 / 4 ､ 担当学生 ･ 畠

中政充 ､ 八幡美佳 ､ 渡蓮晶)
･

テ
ー

マ ｢ 決定と演技+
･ 上映作 品 『キ ッ シ ン ジ ャ ー & ニ ク

ソ ン( K IS SI N G E R A N D N I X O N)』

( 監督 D ? ni el P e t ri e ､ 主 演 R o n

Sil v e r
,
B e a u B rid g e s ､ 制作19 9 5

年 ア メ リ カ) ､ 『エ リ ザ ベ ス

(E L I Z A B E T H)』(監督S h e k h a r

K a p u r+ 圭一 演 C at e Bl a n c h ett ,

J o s ep h Fi e n n e s ,. G e off r e y R u s h ､

制作1 99 8 年イギリ ス)

第9 回 (20 0 1 / 1 2 / 18 ､ 担当学生 ･

石

見帯､ 渡連千春 ､ 入倉智子 ､ 安田晃

子)
･ テ

ー

マ ｢ 説得+
･ 上 映作 品 『告発 ( M u r d e r i n th e

Fi r s t)j ( 監督 M a r c o R o c c o ､ 主

演 C h ris ti a n Sl at e r
,
K e vi n B a -

c o n
,
G a r y O ld m a n ､ 制作年199 5

年ア メ リ カ) ､ 『ある愛の詩( L o v e

S t o r y)+ ( 監督 A rt h u r H ille r ､ 主

･ 演 R y a n O
'

N e al, A li M a c G r a w ､

制作19 70 年ア メ リカ)

第10 回 (20 02 / 1 / 22 ､ 担当学生.
･ 新

川伸 ､ 嶋田健二 ､ 三杉さや か)
･ テ ー

マ ｢ 敗北+
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･ 上映作品『マ ー

シ ャ ル ･ ロ ー ( T h e

Si e g e)』 ( 監督E d w a rd Z w i ck ､

主 演 D e n z el W a s hi n g t o n , A n -

n ett e B e ni n g , B r u c e W illis ,

T o n y S h alh o u b ､ 制作年199 8 年ア

メリカ) ､ 『イヤ ー‾･ オ ブ ･ ザ ･ ド

ラ ゴ ン (Y e a r of th e D r a g o n)J

( 監 督 M ic h a el C i m i n o ､ 主 演

M ic k e y R o u rk e , J o h n L o n e , A ri -

a n
■
e ､ 制作年198 5 年ア メ リ カ)

第1 1 回 (2 00 2 / 1 / 29 ､ 担当 ･ 兵藤)

･ テ
ー

マ ｢ 孤独 と孤 立+ ｢ ス テ レ オ

タイ プと人種差別+ ｢ 暴力+

･ 上 映 作 品 『ダ イ ハ ー ド ( Di e

H a rd)』( 監 督J oh n M c T ie r n a n ､

主演 B r u c e W illis , A l a n Ric k -

m a n
,
B o n ni e B e d eli a ､ 制作年1988

年アメ リカ)

0 2 00 2 年度後期 (参加学生1 4 名､ 1

年 0 名､ 2 年 2 名､ 3 年 3 名 ､ 4 年

以上9 名､ 男子 6 名 ､ 女子 8 名)

第 1 回 (2 00 2 / 1 0 / 04 , 担当 ･ 内藤)

･ テ
ー

マ ｢ 鷹 に執着する理由+

･ 上映作品『マ ル タの鷹 (T h e M al -

t e s e F al c o n)』( 監督J o h n H u s t o n ､

主 演 H u m p h r e y B o g a r t , M a r y

A s t o r
,
S y d n e y G r e e n s t r e e t , G l a -

d y s G e o r g e ､ 制作年1 9 4 1 年ア メ

リ カ)

第 2 回 (20 0 2 / 10 / 11 ､ 担当学生 ･ 新

)”伸)
･

テ
ー

マ ｢ 組織と個人+

･ 上 映作 品 『人狼 JI N - R O E』( 監

督沖浦啓之 ､ 主演藤木義勝､ 武藤

寿美 ､ 制作年2 0 00 年､ 日本)

第3 回 (20 02 / 10 / 18 ､ 担当学生 ･ 小

室英成)

･ テ
ー

マ ｢ 軍事と象徴+

･ 上映作品 『英雄の条件 ( R ule s of

E n g a g e m e n t)』 ( 監 督 W illi a m

F ri ed kin ､ 主 演 T o m m y L e e

J o n e s , S a m u el L . J a c k s o n , G u y

P e a r c e
,
B r u c e G r e e n w o od

,
B e n

Ki n g sl e y ､ 制 作 年2 000 年 ア メ リ

カ)

第 4 回 (20 02 / 10 / 25 ､ 担当学生 ･ 堀

内千恵子 ､ 石見菌)

･ テ
ー

マ ｢ 戦 い と自立+

･ 上映作品F風と共に去りぬ (G o n e

w it b t h e W i n d)』(監督Vi ct o r

F l e m i n g ､ 主 演 Vi vi e n L eig b ,

C la r k G able , L e slie H o w a rd ,

o 止vi a D e H a vi11 a n d ､ 制作年193 9

年､ ア メ リ カ)

第 5 回 (2 00 2 / l l / 01 ､ 担当学生
･ 山

口泉)

･ テ
ー

マ ｢ 欺勝と誘導+

･ 上 映 作 品 F ス テ ィ ン グ ( T h e

S ti n g)j ( 監督 G e o r g e
_
R o y H i11 ､

主演 R o b e rt R e df o r d , P a ul N e w -

m a n . R ob e rt S h a wl, C h a rl e s

D u r n in g ､ 制 作 年19 73 年 ア メ リ

カ)

第6 回 (2 00 2 / ll / b8 ､ 担当学生 ･ 大

津龍平)

･ テ
ー

マ ｢ 日本 と ( 日本)+
･ 上映作品 F ベ ル リ ン 忠臣蔵(S u m -

m e r of S a m u r ai)』( 監督ハ ン ス

･ クリ ス ト フ ･ ブル ー

メ ン ブル ク ､

主演 ヴ オ ル ジ ェ ッ ク ス
･ ブ シ ョ ナ

ッ ク ､ ユ ルネリ ア
･

フ ロ
ー ボ ッ シ

ュ , 制作年198 5 年西 ドイ ツ)

第7 固 (2 00 2 / ll / 15 ､ 担当学生 ･ 検



2 0 2 政治と映像 - 映画を教材とする政治学教育 -

(5 ･ 完) ( 内藤 ･ 兵藤)

崎聡子 ､ 小島悠子)
･ テ ー

マ ｢ 秩序と共同体+
･ 上 映･作 品『ル ナ ･ パ パ (L u n a

P a p a)』 ( 監 督B a k h ty a r K h u d o -

j n a z a r o v ､ 主演 C h u p a n I( h a m a -

t o v a
,
M o rit z B leib t r e u

,
A t o

M u k h a m e d s h a n o v ､ 制 作 年199 9

年 ドイ ツ ･ オ ー ス トリ ア ･ 日本)

第 8 回 (2 00 2 / l l / 22 ､ 担当学生 丁 筒

井雅史)
･ テ

ー

マ ｢ リ ー ダ ー シ ッ プと決断+
･ 上映作品 F突入せ よ! あさま山

荘事件 ( T h e C h oic e of H e r c u -

1 e s)+ ( 監督原 田晃 一

､ 主演役所

広司, 宇崎竜童 ､ 藤田ま こと ､ 井

武雅刀 ､ 制作年2 00 2 年日本)

第9 回 (2(氾2 / l l / 29 ､ 担当学生 ･

小

関栄美子 ､ 渡連晶)
･

テ
ー

マ ｢ 英雄と集団+
･ 上映作品r マ ジ ュ ス テ ィ ッ ク(T h e

M aj e s ti c)j( 監督 F r a n k D a r ab o n t ､

主演Ji m C ar r e y , M a rti n L a n d a u ,

L a u ri e E old e n
, G e r r y B la c k ､ 制

作年200 1 年ア メ リ カ)

第10 回 (20 0 2 / 12 / (姫､ 担当学生 ･ 小

寺健太 ､ 安田晃子)

･ テ
ー

マ ｢ 西洋 と東洋+
･ 上映作品 r セ ブ ン イヤ ー ズ ･ イ ン

･ チ ベ ッ ト (S e v e n Y e a r s i n T i -

b et)』( 監督J e a n = J a c q u e s A n n a u d ､

主演 B r ad Pit t D a vid T h e w lis ,

B
.
D . W o n g , M ak o ､ 制作年199 7

年アメ リカ)

第1 1 回 (20 02 / 12 / 2 0 ､ 担当学生 ･ 高

橋昌巳 ､ 新川伸)
･ テ

ー

マ ｢ 規律と正義+
･ 上映作 品 『ア ･

フ ユ
ー

･ グ ッ ドメ

ン ( A F e w G o o d M e n)』 ( 監督

R o b R ei n e r ､ 主演 T o m C r uis e
,

J a c k Ni c h ols o n ,･ D e m i M o o r e ,

K e vi n B a c o n
,
K ief e r ‾S uth e rl a n d ､

制作年199 2 年ア メ リ カ)

第1 2 回 (20 03 / 0 1 / 1 0 ､ 担当学生 ･ 小

寺健太)
･ テ

ー

マ ･｢ マ ス メ デ ィ ア と人権+
･ 上映作品 『ト ゥ ル

ー

マ ン ･ シ ョ ウ

( T h e T r u m a n S h o w )』( 監督

P e t e rJ W ei r ､ 主演Ji m C a r r e y , E d

H a r ri s , L a u r a Li n n e y , ･ N at a s h a

M c Elh o n e ､ 制作年199 8 年 ア メ リ

カ)

第13 回 (20 03 / 0 1 / 2 4 ､ 担当学生 ･ 小

島悠子)
･ テ

ー

マ ｢ 役割と演技+
･ 上映作品 『遊びの 時間は終わらな

い』(監督荻庭貞明､ 主演本木雅

弘､ 石橋蓮司､ 西川忠志 ､ 原田大

二 郎､ 萩原流行､ 制作年199 1 年日

本)


